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参
議
院
選
挙
が
7
月
10
日（
日
）に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
2
日
前
に
奈
良
市
の
大
和
西
大
寺
駅
前
で
応
援
演
説
し
て
い
た
安
倍
元

首
相
が
兇
弾
に
倒
れ
ま
し
た
。こ
の
出
来
事
は
、日
本
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
を
突
き
つ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
紛
争
が
勃
発
し
た
こ
と
に
よ
っ
て「
戦
争
は
起
こ
り
う
る
」こ
と
が
発
覚
し
、近
隣
諸
国（
ロ
シ
ア
・
中

国
・
韓
国
・
北
朝
鮮
）と
領
土
問
題
を
有
し
て
い
る
日
本
も
他
人
事
で
は
な
く
、国
内
外
の
安
全
保
障
に
対
す
る
考
え
方
を
改
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。国
連
常
任
理
事
国
が
戦
争
を
始
め
る
異
常
な
環
境
で
、国
連
が
機
能
し
な
い
現
在
の
状
況
で
は「
憲
法
第
９
条
」を

遵
守
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、今
回
の
参
議
院
選
挙
で
も
自
民
党
が
大
勝
し
ま
し
た
。こ
の
選
挙
結
果
は
、今
ま
で
の
日
本
を
肯
定
す
る
結
果
で
す
。私
が
社

会
人
に
な
っ
た
30
年
前
と
、今
の
新
社
会
人
の
初
任
給
が
同
じ
、も
し
く
は
下
が
っ
て
い
る
社
会
を
肯
定
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

私
の
親
の
初
任
給
は
お
よ
そ
2
万
円
前
後
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。30
年
経
過
す
れ
ば
10
倍
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、現
在
は
横

ば
い
で
す
。日
本
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
国
は
所
得
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
値
上
げ
を
す
る
」と
言
え
ば
、大
多
数
の
方
々
が
断
固
反
対
す
る
。し
か
し
、言
い
換
え
れ
ば「
所
得
を
上
げ
る
」チ
ャ
ン
ス
に
す
れ
ば
良

い
と
考
え
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
全
員
が
値
上
げ
を
認
め
合
え
ば
誰
も
損
を
し
ま
せ
ん
。そ
れ
に
よ
っ
て
み
ん
な
の
所
得
が
上
が

り
、イ
ン
フ
レ
傾
向
に
な
り
、貨
幣
価
値
が
変
わ
る
。そ
う
す
れ
ば
、借
金
も
返
し
や
す
く
な
り
好
循
環
な
環
境
を
実
現
で
き
る
と
想
像

し
ま
す
。今
一
度
、世
の
中
の
基
準
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
良
い
会
社
」の「
良
い
」は
誰
に
対
し
て
の「
良
い
」で
し
ょ
う
か
？
「
お
客
様
に
対
し
て
？
」「
社
会
に
対
し
て
？
」「
社
員
に
対
し
て
？
」「
株

主
に
対
し
て
？
」。対
象
に
よ
っ
て「
良
い
」の
意
味
が
変
わ
り
ま
す
。今
の
資
本
主
義
の
ル
ー
ル
で
は「
株
主
に
対
し
て
良
い
」会
社
が
評
価
の

高
い
企
業
で
す
。株
主
に
高
配
当
す
る
為
に「
利
益
を
出
す
」必
要
が
あ
り
、利
益
を
出
す
為
に
、下
請
け
や
社
員
を
泣
か
せ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。平
気
で
リ
ス
ト
ラ
を
し
ま
す
。果
た
し
て
良
い
会
社
で
し
ょ
う
か
？

　

出
来
る
だ
け
多
く
の
方
々
に
対
し
て「
良
い
」を
創
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
、現
在
の
資
本
主
義
と
民
主
主
義
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る

必
要
を
切
に
感
じ
ま
す
。

AUGUST 2022 巻頭言



浦久保：　近年のようにSDGｓ、ESGなど社
会的要請が高まる以前から、全印工連では

CSR認定制度を議論し、制度化、そして運用

をスタートしたわけですが、中小零細規模が

多い印刷業界でこの取り組みをスタートし

た経緯をお教えいただけますでしょうか。

影山：　それでは全印工連のCSR認定制度
導入の経緯からお話しさせていただきます。

私が在籍する横浜市立大学では2006年に

独自のCSR規格の開発と、CSRのコンサル

ティングなどを行う大学発ベンチャー「横浜

市立大学CSRセンター」を大学内に設立しま

した。独自の使い勝手のよいCSR規格を開発

するとともに、中小企業やNPOもCSRに取り

組めるようサポートを行い、経営能力と経営

倫理の向上に貢献することを目標とし、私は

センター長に就任しました。

　翌年の2007年、横浜市が地域企業のCSR

認定制度を作ったのですが、その制度設計

を担ったのが㈱協進印刷の江森克治社長

（全印工連常任役員・CSR推進委員会副委員

長）や㈱大川印刷の大川哲郎社長（神奈川

県印刷工業組合副理事長）などで、私もお手

伝いさせていただきました。このお二人は

「印刷業が生き残るためにCSRが不可欠だ」

とその頃から理解されていました。その後、

全印工連の産業戦略デザイン室でCSRの認

定制度導入を検討することになり、私も

2009年から参画するようになりました。

　当時の産業戦略デザイン室では、印刷業

界は「紙に刷って納める」という請負体質で

は衰退の一途を辿るしかないという危機感

をお持ちで、業態変革に向けた取り組みも

積極的に行われていましたが、なかなか浸

透しないという課題を抱えていました。それ

を打開するために当時の全印工連会長だっ

た島村博之氏（六三印刷㈱代表取締役会長）

を中心として、印刷業界の大きなビジョンを

創って会員企業に業態変革のコアになれる、

新たな事業に取り組んでおられました。

　浦久保さんがおっしゃるとおり、印刷業界

は中小零細企業がほとんどです。これらの企

業は世の中の大きな波に弱いといえます。

インターネットの普及によって情報伝達の

手法が大きく様変わりし、ペーパレス化など

印刷業界に大きな波が押し寄せて来ること

はその頃から予見できていましたので、印刷

会社が生き残るための新たな事業としてこの

CSR認定制度を設計し、2013年からスタート

しました。

浦久保：　改めて全印工連のCSR認定制度
の特徴は何でしょうか。そしてこの制度をい

かに企業経営に反映するべきなのでしょう

か。また、全印工連では20年以上前から業態

変革についての必要性や組合員に向けた取

り組みの道筋を示してきたわけですが、業態

変革とCSR認定制度は関連付けて考えてい

けるのでしょうか。

影山：　まず、企業のなかで個別に取り組ん
でいる制度を包括的に理解できるようにな

るということです。印刷企業のなかでは、ユ

ニバーサルデザインや環境、また個人情報

やISOなど、さまざまな取り組みをされていま

すが、企業理念と繋がっていなかったり、評

価軸がバラバラで全体がうまく機能してい

なかったりといったケースがよく見受けられ

ます。既存顧客の要望で取り組まざるを得な

かったような事業も多々あると思いますが、

これも同様にうまく機能していません。全印

工連の取り組みとしては「GP（グリーンプリ

ンティング）認定制度」「JPPS（印刷業に特化

した個人情報保護制度）」「MUD」など個々

の制度はありますが、すべてCSRの一環であ

ると考えて取り組めば、同じ枠の中で相互の

体系を考えることができ、企業が生き残るた

めの事業戦略として活かしていけるように

なります。

　また業態変革を考えるうえで、自社の未

来、方向性を示す役割を担うのがCSRです。

CSRの観点を持つことができれば、自社の

顧客はどのような課題を持っていて、その

課題解決策としてのソリューションをどのよ

うに提供できるのか、そのためにどのよう

な企業にならねばならないのかが見えてき

ます。たとえば、印刷業が得意とする情報発

信ノウハウを取り入れたコンサルティング

を行い付加価値を高めることもあり得ます。

付加価値を高めるイノベーションや業態変

革を図らなければ、価格競争の荒波から抜

け出すことはできません。経営資源として自

社が持っている得意分野を活用して顧客の

課題解決を行ううえで、CSR認定制度は非常

に役立つと思っています。

事業存続にはCSRと経営戦略をミックスすることが重要

大阪府印刷工業組合 理事長

浦久保 康裕
P
R
I
・
O 
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MUD
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GP認定
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QCD（品質・コスト・納期）の競争から企業価値の競争へ。企業としての信頼性や社会的責任が問われる

なか、全日本印刷工業組合連合会（以下、全印工連）では、事業組合として国内初の認定制度となる「CSR

認定制度」が2013年からスタートしました。そしていま、企業・自治体はSDGsに積極的に取り組み、企業

の経営戦略としてESG（環境・社会・ガバナンス）の3つの観点が必要だという考え方が世界中に浸透し

つつあります。私たちが今後の事業戦略を考えるうえで、この制度をどのように活用するべきなのか、

CSRの第一人者でCSR認定制度の監修もされている横浜市立大学の影山摩子弥氏にお伺いしました。



影山 摩子弥

P R O F I L E 1959年静岡県生まれ。早稲田大学大学院商学研究科博士後期課程修了。2001年横浜市立大学商学部教授。2005年
国際総合科学研究院教授などを経て、都市社会文化研究科教授に就任。研究テーマは経済原論、経済システム論、地
域CSR論。2006年同大学CSRセンター（現 CSR&サステナビリティセンター合同会社）を設立、センター長に就任。業
界単位で初めてのCSR認定制度「全日本印刷工業組合連合会CSR認定制度」の設計を担う。著書に『なぜ障がい者を
雇う中小企業は業績を上げ続けるのか？』（中央法規出版）など。

浦久保：　現在、CSR認定企業は133社で
す。裾野は着実に広がりを見せていますが、

まだまだ充分ではありません。また、ワン

スター取得後のツースター、スリースター

へのステップアップがなかなか進まない

のも現状です。永年審査をされているなか

で感じられる各企業の取り組みと課題を

ご教示ください。

影山：　ご存じのとおりCSR認定制度は最
初にワンスターがあり、その上位認定とし

てツースター、スリースターがあります。

133社の内訳はワンスター（112社）、ツース

ター（12社）、スリースター（９社）となって

います。ワンスターは自社の振り返りが基本

となります。自社の強みを客観的に洗い出

していく作業になります。ただ、振り返りを

行うだけのワンスターでとどまっていては、

意味がありません。生き残るための経営戦

略を構築するノウハウを会員企業のすべて

が習得し、それを実践することがこの制度

の目的だからです。

　ワンスターからツースターへランクアッ

プするには、自社が生き残るためのCSRを

析出し、それを実行する事業計画を策定

する必要があります。そしてさらにスリー

スターでは実際に取り組んだ成果を自己

評価していかなければなりません。企業が

生き残るためには自社の経営環境の分析

に基づいて取り組むべきCSRを確定し、そ

れを実践する事業計画を立てCSRを実践

した結果を評し改善せねばなりません。こ

の認定制度はその流れをトレースしてい

ます。

　しかし経営者の方はメリットが見えない

（見えにくい）ものに時間や労力をかけた

くない。MUDも最初はそうでしたが、和歌

山県の入札要件にMUD対応が入るように

なりました。しかし、他社の様子をうかが

い、入札要件になったから取り組むので

は、差別化はできません。今後の社会を予

想して自社の棚卸を行い、従業員を巻き込

みながらストロングポイントを探り、方向

性を定める必要があります。それこそが生

き残りにつながる最適なCSRです。

　この点で大企業も苦戦しています。ESG

の機運が高まり、社会的な要請が出てき

たから取り組まざるを得ない状況になっ

てしまい、自社にとって最適な戦略となっ

ていないのです。このような課題の解決に

向けて、認定を取得しCSRに精通した印刷

会社ができる新たなサービスがあると思

います。

　なお、経営戦略としてのCSRを展開する

際、従業員を巻き込むことが重要です。そ

の際、従業員が経営理念と経営戦略との

関係を理解していることが不可欠です。な

ぜこの会社が存続しているのか、何を目指

しているのか、それと経営戦略がどうつな

がるのかを共有できているということで

す。そうしてはじめて効果的な経営戦略の

実践ができます。

日々の業務の中に「持続可能性」を組み込み、社員と共に改革を進める 発信し続けることで認知度は向上する

浦久保：　全印工連のCSR認定制度につい
て、対外的に周知していくためにはむろん広

報活動が必要ですが、その広報活動がなか

なか行き届いていないように感じます。もっ

と有効な広報戦略が必要だと感じますが、こ

のあたりについてのご意見を頂戴できます

でしょうか。

影山：　全印工連の事務局だけでCSR認定制
度の効果的な対外的広報は難しいと思いま

す。この制度を取得した個々の企業に協力して

もらう、分散化戦略をとってはいかがでしょう

か？各社のウェブサイトでの情報開示やさまざ

まな手法を取り入れた広報活動があり得ます。

　たとえば、就活向けの広報の形を取りつ

つ認定製度の意義を伝えることも可能です。

私のゼミの学生たちは大企業から中小零細

企業まで就活するのですが、大企業ではCSR

やESGの話を聞くのでアンテナが立ってきま

す。そのアンテナに向けて自社の取り組みや

認定制度の意味を伝えるのです。採用にな

らなくとも、他社に就職して将来自社と取り

引きする可能性はありますので、アピールの

意味があります。

浦久保：　コロナ禍で印刷業界は受注減に
拍車がかかり、厳しい経営環境にあります。

本年度の大印工組では「超越経営者」つまり

業態・業界の枠を超え、先代・先々代の経営

の型を超える経営者の育成を掲げていま

す。未来を切り開く経営者に必要な要素とは

何でしょうか。そして企業を支えるこれから

の人材に求められる要素は何でしょうか。

影山：　経営者にいま求められるのは、正確
に物事を理解して考える力だと思います。温

故知新といっていいのかもしれません。もう

CSRは古くて今の時代はESGやCSVだとか

いうコンサルタントがいますが、このような

人たちのセールストークに流されてはいけ

ません。ESGもCSVもCSRと本質的に同じだ

ということを理解せず、新しい言葉に流され

てしまうと従業員は疲弊して倒産になりか

ねない。

　パーパスという言葉があります。存在意義

という意味ですが、「ミッション・ビジョンは

もう古い！今後はパーパスの時代だ」などと

いう声も聞かれます。しかし、ミッション、ビ

ジョン、パーパスの議論はいずれも社会に目

を向ける必要があるという問題意識に基づ

くので、企業の事情に合わせて使いやすい

ツールを使えばよいのです。本質を見極める

目が求められます。

浦久保：　サステナブルそれは、ずっと続く
ということです。SDGs時代に対応する持続可

能な経営で、〈強い企業〉をつくる。それが、

全印工連CSR認定制度です。SDGsは、地球も

社会も経済活動もすべて持続可能にしよう

という呼びかけです。全印工連CSR認定制度

は、持続可能な企業経営をサポートするた

めの制度、まさに企業が存続するための

パーパスを考える絶好のツールです。

　2030年までの世界共通のゴールを国連が

示したSDGs（持続可能な開発目標）は、地球

環境、人間社会、経済活動のすべてを、これか

らもずっと続けていけるようにしようという

呼びかけです。世界はいま持続可能性の方

向に舵を切り、それにあわせて企業経営の

あり方も大きく変わろうとしています。SDGs

時代に対応するためには、売上を追求する

だけでなく、環境問題、働き方改革、情報セ

キュリティ、社会貢献といった、企業の社会

的責任（CSR）をしっかりと果たしていくこと

が必要です。

　同時にそのような責任ある企業から調達

を進めよう（SR調達）という動きが、企業だ

けでなく行政機関にも出始めています。

SDGs時代を生きる企業の持続可能性をサ

ポートする、日本でも有数の本格的CSR認定

制度である全印工連CSR認定制度を活用

し、組合員企業も未来に向けて存続し企業

経営と社会の一員としての役割を果たすサ

ステナブルカンパニーになるために、これ

からもしっかりとこの制度を伝えていきたい

と思います。本日はお忙しいなか、ありがと

うございました。

本質を理解する力が次世代経営者には必要

112社
ワンスター

12社
ツースター

9社
スリースター

全印工連のCSR認定企業

Zoom画面（左上：浦久保理事長、左下：影山氏、右上：福山広報渉外委員長、右下：家田副理事長）

かげ やま ま　こ　や
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TEL.072-963-6339　FAX.072-963-4013
〒578-0921 大阪府東大阪市水走 1-12-20

色校正が変わります。
Jet Press 750S
次世代デジタル印刷機

2022年9月稼働予定
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印刷のエキスパート。趣味は、街に
あふれる印刷物を収集すること。

ペーパー博士の孫娘。印刷（プリント）
に興味津々。大好物はプリン。

書体が大好き。特技は、文字を見ただ
けでフォントを言い当てられる。　
　

個人情報など、他人に見られたくない書類なら、
内側に地紋を印刷するなど、不透明加工を施した
「透けない封筒」が　　　　　　　  安心じゃな。

何度も開け閉めするものには、
紐でくるくると留めるマルタックも便利じゃ。

進化する封筒第26回

わたしも
封筒マジック、もっと
練習しなくっちゃ。

中のきれいな絵柄が透けて見えたら、
思わず早く開けたい！ってなっちゃうわ。 

いや～、
封筒はこれからも
どんどん進化して
いきそうですね。

一方、最近は、
わざと中身を見せて
興味を持ってもらう半透明の
封筒も人気ですよね。

たとえば、役所から届く書類などは、配布間違いを防ぎ、
また郵送時にいちいち宛名を書かなくても済むよう、
窓付きの封筒がよく使われておるぞ。

昔ヨーロッパで使われていた、
締め口に蝋を垂らして焼印を押す
封蝋もかっこいいな。

今度、友達のお誕生日会で
封筒の中にカードを入れて、一瞬で消す、
というマジックをやるの。

ほう、それはすごいね。
封筒の中に仕掛けがあるのかな、
ちょっと見せてくれる？

ちょっと練習するから、
見てくれない？

そのほか、封かんや
開封の方法にも
いろんな工夫があるぞ。それは、だめよ。

簡単には
見せられないわ。

そういえば、封筒の起源は、
今からおよそ4000年前、古代バビロニアで、
粘土板に刻まれた大切な契約文などを
薄く伸ばした粘土で包んで窯で焼き、
簡単には見られないよう守っていたのが始まりだとか。

ハンカチなどの
ギフト用なら、小さな窓から
中の柄がちょっとだけ
見えるとうれしいかも。

最近は、窓に貼るフィルムの
印刷や貼り合わせの技術が進化し、
さまざまなデザインの窓ができるようですよ。

よく調べたな。それが今や粘土から紙などに素材は置き換わり、
中の手紙や文書を守るという役割はずっと変わらないが、
封筒にはいろんな仕掛けが付加されてきておるぞ。

たとえば、ハサミなどを使わなくても
ミシン目加工が施されてあったり、
隅から糸を引くだけで簡単に開けられるものとか。



日本における活版印刷の父、そして大阪の恩人

本木 昌造 先生を偲ぶ

「本木祭」令和4年度
9月2日（金）
四天王寺境内

　近代活版印刷の父と称される本木昌造先生は、
1824（文政7）年 長崎に生まれました。平戸のオラン
ダ通詞を担った家系で、幼い頃よりオランダ語を学
び、西洋の文化や技術に強い関心を持っていたとい
います。
　長崎奉行所は1856年、オランダから持ち込まれ
た印刷機で「活字判摺立所」を開設。本木先生は取扱
掛に任命されて、和蘭・蘭和辞典の印刷刊行に携わ
りました。そして1869年、私塾内で「活版伝習所」を
創業。これが民間活版事業のはじまりとされています。

●本木昌造先生の歩み
1824年　長崎市で出生
1843年　オランダ使節来朝で通詞を務め、
　　　　　勤務精励により褒章を受ける
1848年　活版革新の志をたて鉛活字をオランダから購入
1851年　我国初の「流し込み活字」を試作
　　　　　自著「蘭和 通弁書」を印刷
　　　　　（鉛製活字のはじまり）
1855年　山内容堂の嘱望で蒸気船の雛形を作る
1860年　長崎飽ノ浦製鉄所御用掛拝命 製鉄業、 
　　　　　航海業転進への気運高まる  
1868年　長崎飽ノ浦製鉄所の事務一切を委ねられ、
　　　　　製鉄業に専念　
　　　　　大阪ではじめての鉄橋・高麗橋架設
1869年　育英事業「新街私塾」開設　 
　　　　　私塾維持基金のため活版業を発起　 
　　　　　長崎に活版伝習所を創設
1870年　五代友厚の援助を得て大阪活版所を開設
1871年　京都、横浜、東京にも活版所を開設
　　　　　横浜では「横浜毎日新聞」の発刊に協力
1875年　9月3日、郷里長崎で永眠

オランダからやってきた活版印刷は
長崎から日本全国へ

本木昌造先生による大阪の印刷産業、
大阪の近代化への貢献

　本木先生は、日本の近代印刷術の基点というべき
活版印刷の先覚者であり、1870（明治３）年、五代友
厚の援助を経て「大阪活版所」を開設したほか、大阪
初の鉄橋・高麗橋の架設など、大阪の近代化にも大
きく貢献されました。
　1893（明治２６）年、大阪の印刷関係者が本木会を
結成し、拠金運動を行い、本木先生の遺徳を讃えるた
め、1897（明治30）年に四天王寺境内に土地を求め
て等身大の銅像を建立。毎年10月に本木祭を営んで
きました。
　しかしながら、太平洋戦争下の1943（昭和18）年
に、「金属類回収令」の強化実施に伴い銅像を強制供
出させられ、台座のみを残して終戦を迎えました。

　1952（昭和27）年に印刷・関連業界10団体の協力
により、レリーフ胸像を埋め込んだ記念碑を修復。同
年10月に開眼式を行いましたが、戦前の姿ではない
ということから、1984（昭和59）年に大阪印刷組合
100周年の記念事業として本木先生の銅像を復元す
ることを決定しました。印刷関連業界有志の多大な協
賛を得て、1985（昭和60）年10月1日に完成しました。
　全日本印刷工業組合連合会は毎年9月を「印刷月
間」と定め、印刷人としての意識の高揚と印刷に対す
る認識、近代産業の向上を期してＰＲ活動を行ってい
ます。大阪においては、日本の印刷文化の創始者で
ある本木先生の遺徳を偲び、命日の9月3日を中心と
して四天王寺境内の記念碑の前で本木祭を開催して
います。

大阪印刷組合100周年記念事業として
本木昌造先生の銅像を復元

　1897（明治30）年以来の伝統を受け継ぎ、戦後は
1952（昭和27）年以来、毎年（2000年以降は5年毎
に）本木先生の偉業に感謝するとともに、業界の発展を
祈念して本木祭を開催して参りました。また、1985（昭
和60）年10月には本木先生の銅像が復元されたこと
を機に「印刷月間」の行事として実施して参りました。
現在、デジタル時代の今日において美しい文字・組版
の心は印刷とその関連業界人の中に活かされ、フォ
ント・デザイン・映像・コンテンツ業界へと拡がってい
ます。
　本年度の本木祭は、コロナウイルス関係で3年ぶり
に下記の要領にて開催いたします。多数のご参加を賜
りますようご案内申し上げます。

【日　時】
令和4年9月2日（金）
午前11時～午後１時30分

【場　所】
①法要／四天王寺境内 本木先生銅像前〈左記図参照〉
　（午前11時～11時30分）
②昼食会／料亭 天王殿 大阪市天王寺区逢阪2-8-52
　TEL：06‐6771‐6010
＊コロナ禍の状況次第では、変更になる可能性があります。

【参加費】 お一人様 ５,０００円
（振込先） りそな銀行都島支店　
　　　　 普通 No.０１９６８２６
　　　　 大阪印刷関連団体協議会

※恐れ入りますが、８月20日（土）までに参加費をお振込みくだ 
　さいますようよろしくお願い申し上げます。

【備　考】
※法要のみの参加は無料です。
※コロナウイルス感染症拡大防止の観点から昼食会を中止す
　る場合がございます。

「本木祭」ご参加方法

5年に1度

大阪印刷関連団体協議会
大阪府印刷工業組合
（TEL）06-6353-3035
（FAX）06-6352-2360

お問い合わせ
お申し込み

祈念の法要と、庭園を望む料亭での昼食会
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CSR推進委員会

　6月28日(火)大阪印刷会館にて大阪
府印刷工業組合理事長、そしてメディ
ア・ユニバーサル・デザイン（MUD）協
会の理事長も務めている浦久保康裕
氏を招き、128社 292名の申し込みの
中、「MUD初級セミナー」をオンライン
で開催した。

なぜ、今、MUDに取り組むのか
　背景は3つあり、1つ目は障がい者差
別解消法や障がい者雇用促進法など
の法的要請により、情報伝達分野での
合理的配慮が求められる。2つ目は社会
の多様性やダイバーシティの実行など
の社会的要請により、等しく情報を入手
でき、正しく伝わることが求められる。3
つ目はCSRやSDGsなどの世界的要請
により、見やすさ・理解しやすさが求め
られる。

　メディア・ユニバーサル・デザインと
は、さまざまな情報が高齢者・障がい
者・色覚障がい者・外国人などにも、見
やすく、伝わりやすくするための配慮方
法である。
　取り組む背景を先述したが、情報伝
達分野で合理的配慮が必要な方々は
日本総人口の約50％にも上る。そして
情報とは目から取り入れる視覚情報
が87％である。視覚情報分野と密接な
関係にある印刷業界は切っても切れ
ない。
　MUD協会が述べているMUD 5原
則、①接近容易性（アクセシビリティ）
②使いやすさ（ユーザビリティ）③読
めて理解できる（リテラシー）④情緒に

訴える（デザイン）⑤持続可能性を満
たす品質であること（サステナビリ
ティ）を押さえ、誰もが正しく情報を取
得できる社会実現に向け、印刷業界は
MUDに取り組んでいくべきである。

質疑応答（抜粋）
Ｑ.MUDについての情報収集はどうす
　るのか？
Ａ.MUD協会に問い合わせ、協会員に
　なる、HPを確認。
Ｑ.印刷会社は何からMUDに取り組む
　べきか？
Ａ.まずは障がい者の特性を知ること
　から始める。
（報告／CSR推進委員会 難波秀道）

オンラインで実施
128社、292名が参加

浦久保理事長が語る！ 「MUD初級セミナー」開催

講師の浦久保理事長 渡辺委員長 司会の児島幹事



13PRI・O  2022.812 PRI・O  2022.8

第28回 支部対抗ゴルフコンペ

11支部、47名が激戦を展開！   団体・個人共に、北親支部（A組）が優勝！

　6月2日（木）、組合員の交流および活
性化を目的とした大阪府印刷工業組合
支部対抗ゴルフコンペが開催されまし
た。今年で28回目を迎える本大会は、株
式会社広集舎の鎌田氏のお世話によ
り、美奈木ゴルフ倶楽部のin/outコース
でのプレーとなりました。天候は、当日の
朝から晴天に恵まれ、スタート時には暑
さとの闘いもあり、あわせて、新会場で
の開催のため、成績が芳しくなかった方
が多かったのではないでしょうか。
　今回は、11支部12組、47名の参加で、
昨年とほぼ同等の規模で開催すること
ができました。この支部対抗戦はダブル
ぺリア方式にて、個人戦はそれぞれの

ネットスコアで、チーム対抗戦は各チー
ムネットスコア上位3名の合計で行われ
ました。当日は、他の大会も開催されて
おり、表彰式ならびに懇親会は15時より
若林組織共済・支部サポート委員長の
司会で行われました。最初に、作道直前
理事長から挨拶があり、続いて、個人戦・
団体戦の順位発表が行われました。そ
の後、個人戦優勝者スピーチ、団体戦優
勝メンバーを代表してのスピーチが行
われました。
　すべてのスケジュールが終了後、16時
30分に閉会となりました。

（報告／大印工組事務局）

　北親支部・（株）広集舎の鎌田です。今
回の支部対抗ゴルフコンペについて僭
越ながら名誉ある優勝者レポートを寄
稿させていただきます。
　当日の天候は快晴、気温・湿度ともに
最高のゴルフ日和となりました。実は昨
年より美奈木ゴルフ倶楽部の会員に
なっていたのですが、当日の白ティのコ
ンペティからラウンドするのは今回が初
めてでした。いつもより距離は短いので
すがティーグラウンドでの景色が普段と
また違い、ティーショットの狙いどころ、
持つクラブなどなど試行錯誤しながら
のラウンドでした。
　東和支部・（株）美販の尾寅さん、摂陽
支部・竹原印刷紙工（株）の菊地さん、南
親支部・（株）末広木型の濱口さんとご
一緒させていただいたのですが、4人で
和気藹々と楽しく1日ラウンドさせてい
ただきました。

　特筆すべきは濱口さんのティーショッ
トです。当日初めてお会いしたのですが、
さすがは元高校球児。甲子園球児の彼
のスイングはティーショット300ヤード
越え。350ヤードミドルホールで彼のセ
カンド残りヤードが30ヤードだったとき
は衝撃的でした。そのホール彼は、確か
ホールアウトしたらダブルボギーでした
が。。。（苦笑）
　20代・30代の若手の方がこうして組
合行事に参加してくださるのは非常に
嬉しく今後の業界のことを考えても、世
代間交流の意味においても非常に有意
義なことだと思いました。
　コロナ禍の元、多少は落ち着いては
きたもののまだ企画段階では開催でき
るかわからなかった今回のゴルフコン
ペではありましたが、昨年に引き続き開
催していただき当日1日楽しく過ごさせ
ていただくことができました。

　全組ホールアウト後の表彰式では、
所属する北親支部Aチームも団体優勝、
個人でもかなりハンディキャップに恵ま
れたと思いますが優勝することができ
ました。
　最後になりますが、このコンペを企画
してくださった滿谷委員長以下 交流委
員会の皆様、いろいろ無理を聞いてくだ
さった美奈木ゴルフ倶楽部のスタッフ
の方々、そして1日楽しくゴルフをご一緒
させていただいた組合員の皆様、本当
にありがとうございました。

★個人順位（上位１０位・敬省略）
１位　鎌田　修輔 ㈱広集舎
２位　谷川　勝重 ㈱タニガワ印刷
３位　吉田　貴俊　㈱エス・ユー・ケイ
４位　楠　　宏和　㈱楠紙工社
５位　若林　大我 ㈱ユニオン紙器
６位　大江　優二　メンテナンス大江
７位　植田　稔久　関西化工㈱ 
８位　山形　勇仁　㈱ヤマガタグラビヤ
９位　空井　健浩　空井印刷㈱
１０位　新井　辰生　㈱新井印刷所

 ＮＥＴ
69.8
70.0
71.4
71.6
71.8
71.8
72.0
72.2
72.4
73.2

★団体順位（上位3位・敬省略）
１位　北親Ａ（鎌田、吉田、新井、藤井）
２位　南親Ａ（若林、大江、北村、奥村）
３位　生栄（谷川、空井、高橋、髙本）

ＮＥＴ
214.4
217.8
219.4

祝・連覇
優勝者レポート ㈱広集舎 鎌田修輔（北親支部）

個人優勝 鎌田修輔氏（左）と滿谷委員長

個人準優勝 谷川勝重氏（左）と滿谷委員長 個人3位 吉田貴俊氏（左） 団体優勝 北親支部A組 団体準優勝 南親支部A組



協議会レポート（報告／大印工組事務局）
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近畿地区印刷協議会
令和4年度総会を
奈良市で開催

　近畿地区印刷協議会（武部健也会長）
は、6月10日(金)午後1時から令和4年度
総会を約3年ぶりにリアル開催し、近畿
7府県の印刷工業組合役員ら60名が、会
場の「奈良県コンベンションセンター」
および「JWマリオット・ホテル奈良」にお 
いて、業界が抱える課題や問題につい
て協議・情報交換を行った。
　まず、「奈良県コンベンションセン
ター」で、全体会議を大印工組平塚茂事
務局長の司会で開会し、奈良工組の乾

昌弘理事長、近畿地区印刷協議会武部
会長から挨拶があった。次いで慣例に
より開催工組である乾理事長を議長に
選出し、第1号議案から第3号議案につ
いて協議を行った結果、出席者全員異
議なく承認された。なお、令和4年度の
例会は京都工組、令和5年度の総会は
兵庫工組と決定した。
　議事終了後、まず全印工連滝澤光正
会長より挨拶があり、続いて全印工連事
業推進などについての説明に移った。
全印工連池尻淳一専務理事より、①全
印工連 令和4年度事業計画 ②「官公需
における随意契約と一般競争入札に関
するアンケート」結果③全印工連ライセ
ンスプログラム事業の契約更新・新規
募集について④全印工連フォーラム、
CSRサミットの開催について説明が行
われた。最後に、調達の将来像「社会課
題解決に寄与するSR調達」については、
全印工連浦久保康裕副会長より説明が
あり、引き続き、このほど制作された動
画を上映した。また9月に全印工連

フォーラムが愛知で開催されることも再
度、併せて報告された。
　午後2時40分からは会場を「JWマリ
オット・ホテル奈良」に移し、理事長会と、
①経営革新マーケティング ②環境労務
③組織共済 ④教育研修 ⑤官公需対策
の5分科会に分かれて討議が行われた。
　午後4時20分から再び「奈良県コンベ
ンションセンター」へ戻り、理事長会と
5分科会の報告および大印工組渡辺貞
城常務理事より6月28日に開催する
「MUD初級セミナー」への参加を呼び掛
けた。
　このあと、「JWマリオット・ホテル奈
良」に再移動し、奈良工組堀井清孝理事
の司会にて懇親会をスタート。奈良工組
吉川均副理事長よりの挨拶と全印工連
滝澤会長の乾杯発声に引き続いて情報
交換を行った。
　午後6時50分、次回開催工組の京都
工組笹原あき彦理事長が中締めの挨拶
を行い、全日程を終了し散会となった。

大阪印刷関連団体協議会
令和４年度 通常総会と

受賞者祝賀会・懇親会を開催
　大阪印刷関連団体協議会（浦久保康
裕会長）は6月29日（水）午後5時から中
央区のホテル日航大阪で「令和4年度
通常総会」と「受賞者祝賀会・懇親会」を
開催し32名が参加した。
【通常総会】
　最初に浦久保会長が開会の挨拶のあ
と、そのまま議長となり議案審議に移っ
た。事務局が大阪印刷関連団体協議会
の第1号議案（令和3年度事業報告およ
び決算報告ならびに剰余金処分案承認
の件）、高野山印刷産業人納骨塔奉讃会
の第2号議案（令和3年度決算報告なら
びに剰余金処分案承認の件）、大阪印刷
関連団体協議会の第3号議案（令和4年
度事業計画案および収支予算案ならび
に経費の賦課徴収方法承認の件）、同じ
く第4号議案（役員変更承認の件）、高野
山印刷産業人納骨塔奉讃会の第5号議

案（令和4年度収支予算案承認の件）、同
じく第6号議案（執行役員変更承認の件）
を説明し、出席者全員異議なく承認され
た。引き続き、浦久保会長より「令和4年
度 高野山慰霊祭開催」について案内が
行われた。
【受賞者祝賀会・懇親会】
　午後6時からは受賞者祝賀会・懇親会
に移り、浦久保会長の就任挨拶に続い
て、令和4年憲法記念日知事表彰（大阪
府産業功労賞）の受賞者として、富塚宗
寛氏（富塚製本㈱代表取締役・大阪府製
本工業組合 理事長）、門谷伸二氏（㈱近
江屋会長・大阪府紙器段ボール箱工業
組合 副理事長）、森澤武士氏（㈱モリサ

ワ常務取締役・近畿印刷産業機材協同
組合 副理事長）の3氏が紹介され、浦久
保会長から記念品を添えて顕彰状が贈
られた。
　引き続き、来賓として大阪府商工労働
部 中小企業支援室ものづくり支援課の
柏村課長と大阪府中小企業団体中央会
の谷山事務局長が祝辞を述べられた。
　その後、岡副会長（大阪府グラフィック
サービス協同組合 理事長）が乾杯の音
頭をとって開宴。和やかな雰囲気のもと
で大阪府産業功労賞を受賞された3氏
を祝い懇親を深めたあと、午後8時に
山田副会長が中締めの挨拶を行ってお
開きとなった。

（順不同）著名営業案内
（株）NPCコーポレーション

北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

田 中 手 帳（株）

住之江区平林南 1-2-52
TEL.6681-8648
FAX.6681-0058

寿 印 刷（株）

西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

富士精版印刷（株）

淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）

門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）

東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

キ ハ ラ 工 芸（株）

中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

マ ツ モ ト（株）

中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

サン美術印刷（株）

東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

レスター工業（株）

中央区糸屋町 2-3-2
TEL.6941-8572
FAX.6941-0781

大 興 印 刷（株）
大阪市中央区常盤町1-2-13
TEL.4794-0086  FAX.4794-0087
神戸ポートアイランド工場
神戸市中央区港島南町 4-6-3
TEL.078-303-3660 
FAX.078-303-3669

（株） 一 心 社

天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

内外インキ製造㈱

福島区海老江 8-10-1
TEL.6458-1161
FAX.6458-3808

（株）美 生 社

西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）フリーテック

天王寺区寺田町 1-3-8
TEL.6772-3300
FAX.6772-6424

（株）ケーエスアイ

西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

岩 岡 印 刷（株）

住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

昌 和 印 刷（株）

平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）

淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557

青 葉 印 刷（株）

都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299
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顧問の部屋
大印工組の顧問の先生方から有益情報をお届けします。

税　務労　務 法　律

１ パロディとは
　何をもってパロディというかはさまざまですが、著

作物（原作品）を改変して創作するもので、その原作

品の特徴や風潮を誇張するなどして、風刺やユーモ

アなどの目的で作成されるものなどを指しているも

のと考えられます。

　著作権を改変して創作するものであり、原作品と

の関係抜きにしてはパロディの存在意義がなく、ま

た原作品と一定似ていることが通常であることか

ら、原作品の著作権との関係が問題となります。

２ パロディであれば著作権侵害にならない？？
　諸外国には、パロディの場合は著作権侵害とはな

らない旨の法律上の規定が定められているところ

があります。しかし、日本の場合はパロディであれば

著作権侵害とはならない、とする法律はありません

（立法化を求める意見もあります）。そのため、一般

的な著作権侵害の文脈で検討することになります。

　具体的には、複製権・翻案権（簡単にいえば原著作

物を改変して二次的著作物を創作する権利）や、同

一性保持権が問題となります。同一性保持権は、勝

手に自分の作品を書き加えられたり変更されたりし

ては、自身の作品のこだわりや評判が害されてしま

うため、作品の完全性を保護する権利として認めら

れる著作者の人格的な利益です。判例は、パロディ

の同一性保持権侵害の文脈で、本質的特徴が直接

感得される態様で利用されている場合は侵害あり、

としています。パロディとはそもそもそういう目的

で作成されることが多いはずですので、侵害が認め

られるケースも多いのではないかと思います。この

ため、誤解されがちなところではありますが、パロ

ディだから許される、というのは実は誤った理解な

のです。

3 パロディ作品の流通について
　著作権（者の権利の）侵害にならないためには、原

則として著作権者の同意が必要ですが、実際のパロ

ディ作品が都度同意を得ているとは思われません。

　しかし、現実には多くのパロディ作品が流通して

います。これは、ある意味日本においては、パロディ

作品がひとつの文化として許容される風潮があり、

寛容な態度を示しているからだと思います。また、敬

意を伴うパロディの場合は、原著作物も良い意味で

注目を浴び、いわばウィンウィンの関係が築けてい

る可能性もあるからではないかとも推測されます。

4 参考裁判例
　とはいえ、著作権侵害になるおそれがあること自

体は否めません。あまり目くじらを立てられない

ケースが多いのも事実ですが、やりすぎると当然法

的な問題になってしまいます。

　著名な裁判例でいえば、商標権侵害の事案になっ

てしまいますが、お菓子の「面白い恋人」の事件や、

腕時計の「フランク三浦」の事件、スポーツ用品の

PUMAに関する「KUMA」の事件などがあります。

読み物としても興味深いので、ぜひ一度ネットで検

索などしていただければと思います。

パロディと著作権
河端 直

弁護士法人
なにわ共同法律事務所

●ご相談は…TEL 06-6363-2191  FAX 06-6363-1468
　大阪市北区西天満2丁目3番15号 千都ビル2階

なお
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事業予定

※記載の事業予定については、変更もしくは中止になる場合があります。　※開催場所・時間等の記載のないものは未定です。

本　部

8月17日（水）18：30～ 大阪印刷会館
総務特別委員会

8月20日（土）11：30～ 高野山大霊園
高野山印刷産業人納骨塔慰霊祭

8月2日（火）18：30～ 
大青協定例会

8月3日（水）14：00～ Web開催
アドビテクニカルセミナー夏の陣

8月5日（金）10：00～ 大阪印刷会館
MUDテクニカルセミナー①

8月6日（土）・7日（日） ㈱昭和誠輝堂
オフセット印刷作業技能検定実技試験

8月6日（土） 
JAGAT「上級印刷管理者講座」

8月4日（木）18：30～ ホテル阪神大阪
福島支部 懇親ビアパーティー

8月4日（木）19：00～ マリオット都ホテルcooka
摂陽支部 サマーパーティー

9月2日（金）13：00～ 天王殿
天親支部 班長会議

8月30日（火）10：00～ 大阪印刷会館
MUDテクニカルセミナー②

支　部

8月23日（火）18：00～ 大阪印刷会館
経営トランスフォーム委員会

8月23日（火）18：30～ 大阪産業創造館
地域共生委員会

8月17日（水）18：00～ 大阪印刷会館
事業承継委員会

8月25日（木）18：00～ 大阪印刷会館
ＣＳＲ推進委員会

INFORMATION
【新入会員】
■荷札工房．ｃｏｍ㈱（天親支部）栗林亮 代表取締役
〒537-0002 大阪市東成区深江南3-14-15
TEL：06-6981-8719 FAX：06-6753-8561
■㈱ホクトーシステム（東支部）山下哲司 代表取締役
〒534-0022 大阪市都島区都島中通3-19-15
TEL：06-6922-9300 FAX：06-6922-9665
■㈱大和マーク製作所（東支部）太田結花 代表取締役社長
〒572-0819 寝屋川市大成町23番1号
TEL：072-823-0731 FAX：072-823-0734

【代表者変更】
■山田製本㈱（福島支部）新社長に山田修平氏が就任
■谷口シール印刷㈱（北親支部）新社長に谷口真司氏
が就任

【社名変更】
■松本印刷㈱（東和支部）⇒マツモト㈱に社名変更
■㈲明光堂紙塗装工業所（東大阪支部）
⇒㈲meikodoに社名変更

大印工組事務局／大阪印刷会館  8／12（金）～8／15（月）夏季休業

■村上洋五郎氏（東支部）大阪活版印刷㈱
前代表者 ２０２２年５月２５日死去 ８１歳
■徳井勝氏（なにわ支部）(有)マサル紙工所
代表者のご尊父 ２０２２年６月４日死去 ８１歳
■山崎壮一郎氏（福島支部）山崎紙工㈱
代表者 ２０２２年６月９日死去 ６０歳
■家田裕士氏（福島支部）㈱竹内印刷所
代表者 ２０２２年３月７日死去 ６３歳

【訃報】

支　部

6月7日（火）18：30～ 
福島支部 三役会

6月9日（木）11：30～
北親支部 月例・役員会

6月16日（木）・17日（金）13：30～ 
福島支部 定期健康診断

6月25日（土）・26日（日）
南親支部 総会

6月25日（土）7：45～
東和支部 ゴルフコンペ

6月9日（木）17：45～ 
東和支部 三役会・役員会

事業報告

6月10日（金）13：00～
近畿地区印刷協議会 総会

6月7日（火）17：00～
大青協定例会

6月16日（木）
18：00～

広報渉外委員会

6月16日（木）
18：00～

事業承継委員会

6月21日（火）18：00～
近畿印刷工業会 理事会

6月21日（火）
18：00～

経営トランスフォーム委員会
支部対抗ゴルフコンペ
6月2日（木）8：00～

本　部

6月29日（水）17：00～
大阪印刷関連団体協議会 総会・表彰式

6月23日（木）18：00～
ＣＳＲ推進委員会

6月24日（金）18：30～
地域共生委員会

6月28日（火）
18：00～

MUD初級セミナー

大阪府印刷工業組合 本部・支部だより
QRコードからWEBサイトにアクセスできます》》》

6月14日（火）18：00～
総務特別委員会
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関西営業支社 印刷用紙グループ TEL.06-6363-7184用紙提供：日本製紙（株）

当社A2マットコート紙の関西以西限定銘柄です。伝統技術と長年の経験を継承し、お客様
の声を取り入れながら造り上げた、西日本で最も品質に定評のあるマットコート紙です。シルバーダイヤS

（塗工紙・104.7g/㎡  A/Y〈57.5〉）（表紙・本文とも）

今月号の
用紙

デザイン・制作：（有）ティーズ／印刷：（株）ハラタ

労務
相談 【ストレスチェックについて】【残業時間】【就業規則】等

【消 費 税】【税　金】等

税務
相談

法律
相談

お申し込み・お問い合わせ
大印工組事務局

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日
　申込締切：開催日の１週間前

◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日
　申込締切：開催日の２日前

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により開催を中止させていただく場合があります。

大阪印刷会館にて開催
予約制 オンライン

（Zoom対応）

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

【版　権】【著 作 権】【事業承継・廃業支援】等

法律顧問の河端直先生にご相談ください。

もOK 8／26（金）、9／9（金）、9／30（金）

8／17（水）、9／21（水）、10／19（水）

9／9（金）、10／14（金）、11／11（金）

お問い合わせ先 大印工組 事務局 TEL.06-6353-3035

〈納入規定〉
A4サイズ以下 + 1点 200g以内
※複数枚のDMであってもホチキス止め
　などしてあれば、1点とみなします。
※内容等によっては、お受けできない場合
　があります。

貴社のDMを同封、組合員企業に届けます！

PRI・Oの「パケットサービス」
大印工組 広報誌

1点 20gまで  ＠100円 × 組合員数
21～100g ＠200円　 101～200g ＠300円

約 円50,000税込

【お詫びと訂正】 本誌2022年7月号の暑中誌上名刺交換会（P25）にて岩岡印刷株式会社 代表取締役社長のお名前を《岩岡裕志》様と記載いたしましたが、
　　　　　　　 正しくは《岩岡敏之》様でした。ここにお詫びして訂正させていただきます。


